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棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
は

　
今
年
で
4
年
目
を
迎
え
る
久
保
田
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
。
交
流
人
口
を
増
や
し
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
平
成
21
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
に
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
は
、
都
市
住
民
や
地
域

の
非
農
家
が
、
定
め
ら
れ
た
棚
田
で
、
自
ら
継
続
的
に
耕

作
を
行
い
、
収
穫
物
等
を
得
る
制
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
保
田
で
行
わ
れ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
会
費
を
徴

収
し
、
収
穫
物
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
玄
米
30
㎏
）
を
オ
ー
ナ
ー

に
手
渡
す
手
法
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
参
加
者
は
関
東
都
市
圏
を
中
心
と
す
る
17
組
47

名
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
継
続
で
参
加
し
て
い
る
方
々
で
す
。

第
１
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

4
月
15
日
（
日
）、
第
1
回
目
と
し
て
事
前
説
明
会
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
種
ま
き
、
み
そ
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
行
わ
れ
た
種
ま
き
。
現
在
で
は
、
機
械
で
や

る
こ
と
の
多
い
こ
の
作
業
で
す
が
、
久
保
田
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
会
員
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
、

手
作
業
で
重
な
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
種
を
ま
い
て
い
き

ま
す
。
お
よ
そ
1
時
間
で
20
枚
の
育
苗
箱
に
種
を
ま
き
終

わ
り
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
は
自
分
の
ま
い
た
種
が

ち
ゃ
ん
と
生
長
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
心
配
な
反
面
、
自

ら
の
手
で
お
米
を
作
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
に
次
回
5
月
に
田
植
え
を
す
る
棚
田
を
見
学
に

行
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
20
㎝
ほ
ど
雪
が
積
も
っ
て
お
り
、

こ
の
時
期
に
こ
ん
な
に
雪
が
あ
る
の
か
と
驚
い
た
様
子
で

し
た
。

　

昼
食
に
は
、
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
郷
土
料
理
・

山
菜
料
理
が
机
に
並
び
、
農
作
業
を
終
え
て
か
ら
の
味
は

格
別
で
、
都
会
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
料
理
に
大

満
足
で
し
た
。

　

午
後
に
は
、
今
回
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
に
な
る
み
そ

作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
豆
は
昨
年
オ
ー
ナ
ー
達
が
育

て
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
手
動
で
豆

を
す
り
つ
ぶ
す
機
械
に
、
参
加
し
て
い
る
子
供
た
ち
も
興

味
深
々
で
一
生
懸
命
に
機
械
を
回
し
て
い
ま
し
た
。
み
そ

は
出
来
あ
が
っ
た
ら
オ
ー
ナ
ー
に
配
ら
れ
る
予
定
で
す
。

新
た
な
交
流
も
生
ま
れ
る

　
定
期
の
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
季
節
ご
と
に
地
区
を
訪
れ
、

田
の
様
子
を
み
た
り
散
策
を
楽
し
ん
で
い
る
オ
ー
ナ
ー
が

い
る
な
ど
住
民
と
の
交
流
も
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
で
生
ま
れ
る
の
は
ど
う
や
ら

お
米
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

 

問　

柳
津
町
役
場　

地
域
振
興
課
農
林
振
興
班
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久
保
田
観
音
た
っ
し
ゃ
村

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度　
　

①コシヒカリの種をまくオーナーの皆さん／②昼食のようす。
婦人部作成の料理がずらりと並ぶ、これも楽しみのひとつ／
③みそ作り体験。使用している大豆は昨年オーナーらが育てた
もの／④片付けもオーナーの皆さんと一緒に行う／⑤宿泊希望
者は公民館の隣にある「たっしゃ村荘」に宿泊もできる

１

３

５

２

４

第１回目のイベントに参加されたオーナーの皆さん



45 広報やないづ2012年5月

平成24年度行政区長名簿

行政区名 氏　　 名 行政区名 氏　　 名
一 王 町 高　橋　隆　夫 石 坂 岩　渕　一　人

諏 訪 町 松　谷　俊　司 椿 齋　藤　良　一

寺 家 町 遠　藤　悦　雄 藤 渡　部　義　人

岩 坂 町 坂　上　重　郎 長 窪 後　藤　徳　美

大 平 町 橋　本　新　也 軽 井 沢 佐々木　剛　一

門 前 町 唐　澤　　　誠 柳 ヶ 丘 小　島　義　光

安 久 津 舩　木　芳　信 檀 ノ 浦 星　　　源　二

出 倉 齋　藤　光　男 桐 ヶ 丘 佐　藤　正　喜

小 柳 津 佐　藤　晴　男

大 野 永　井　義　人 砂 子 原 渡　部　文　介

大 野 新 田 角　田　雅　雄 黒 沢 伊　藤　正　彦

八 坂 野 猪　野　　　了 冑 中 二　瓶　孝　衛

細 越 伊　藤　正　志 芋 小 屋 星　　　秀　雄

石 神 齋　藤　康　広 大 成 沢 鈴　木　一　雄

石 生 山　内　光　栄 琵 琶 首 鈴　木　利　春

古 屋 敷 鈴　木　義　博 五 畳 敷 菊　地　正　意

新 村 芳　賀　信　夫 湯 八 木 沢 鈴　木　忠　一

小 ノ 川 田　﨑　一　雄 牧 沢 天　野　昭　好

中 野 目　黒　堅　一 四 ッ 谷 小　島　武　男

長 倉 田　﨑　正　人 高 森 菊　地　　　剛

塩 野 山　口　　　操 久 保 田 佐　藤　眞喜男

猪 鼻 岩　佐　　　傅 大 峯 荒　明　義　彰

黒 滝 芳　賀　敏　光

野 老 沢 齋　藤　盛　一 漆 峠 総 代 鈴　木　正　行

麻 生 鈴　木　　　榮 鳥 屋 総 代 五十嵐　　　功

小 巻 渡　部　健　二

　平成24年度の各行政区長が決まりました。行政区長は、町の行政事務と町
民の間の連絡を円滑にし、よりよい町づくり推進 のために委嘱しています。

悩みごと・心配事、お気軽にご相談ください！
あなたの近くの民生委員・児童委員
１　民生委員・児童委員とは

　社会奉仕の精神をもち、常に住民の立場に立って地域住民の相談に応じ、必要な援助を行う、
地域福祉推進の中心的な担い手です。
　民生委員法及び児童福祉法により設置が定められ、民生委員と児童委員は兼務することになっ
ています。
　また、民生委員・児童委員には、担当地区をもつ民生委員・児童委員と、児童福祉に関する事
項を専門的に担当する主任児童委員がいます。

　主な職務内容は次のとおりです。
⑴　社会調査 …… 必要に応じて担当区域内の住民の実態や福祉の需要を把握する
⑵　相談 ………… 地域住民が抱える問題について、相手の立場に立ち、親身になって相談に応

じる
⑶　情報提供 …… 社会福祉の制度やサービスについて、住民に適切な情報を提供する
⑷　連絡通報 …… 住民が個々の福祉需要に応じた福祉サービスが受けられるよう、関係行政機

関、施設、団体等に連絡し、必要な対応を促すパイプ役となる
⑸　調整 ………… 住民の福祉需要に対応し、適切なサービス提供が図られるよう支援する
⑹　生活支援 …… 住民の求める生活支援活動を自ら行い、支援体制をつくる
⑺　意見具申 …… 活動を通じて得た問題点や改善策についてとりまとめ、必要に応じ民生委員

児童委員協議会をとおして関係機関などに意見を提起する

※各地区を担当する民生委員・児童委員の皆さん
担　当　地　区 氏　　名 担　当　地　区 氏　　名

一王町・諏訪町・寺家町・門前町 藤　田　法　身 藤 長谷川　久　子

大平町・岩坂町 矢　部　清　枝 砂子原・黒沢 金　子　昭　男

柳ケ丘・檀ノ浦・桐ケ丘 小　林　正　典 芋小屋・冑中・大成沢 杉　原　ミヤコ

安久津・出倉 星　　　俊　通 琵琶首 土　橋　澄　男

大野・大野新田・小柳津 岩　佐　哲　雄 五畳敷 猪　股　　　勝

八坂野・細越 猪　俣　俊　晴 湯八木沢 飯　塚　リ　ツ

石神・石生・古屋敷・新村・長倉 齋　藤　秀　夫 牧沢 天　野　三枝子

小ノ川・中野 鈴　木　まり子 四ツ谷・高森 小　島　武比古

猪鼻・黒滝・塩野・軽井沢 二　瓶　美智子 久保田・大峯 佐　藤　利恵子

野老沢・麻生 齋　藤　紀　惠 柳津町本庁地区 主任児童委員 田　﨑　榮　一

小巻・椿・石坂・長窪 新井田　きい子 柳津町支所地区 主任児童委員 小　林　幸　子

２　民生委員・児童委員の活動内容
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頑張る人にズームイン
みなさんの「ホット」するような情報を
お知らせください。取材にお伺いします！
◎総務課企画財政班　☎42‒2113

赤べこ新聞社

新しいお友達が
増えたよ
　４月４日（水）柳津保育所で入所
式が行われ、１３名の新しいお友達
が増えました。長谷川富雄所長から
「たくさんのお友達や先生と一緒に
楽しくすごしていきましょう」と挨
拶があり、井関町長、田﨑議長、小
池奈々保護者会長から祝辞がありま
した。
　また、西山保育所でも入所式があ
り、２名のお友達が入所しました。

町営住宅建設工事
安全祈願祭
　４月５日（木）、檀ノ浦地内で、「町営住宅建設
工事安全祈願祭」が行われました。戸数は１５戸
で２４年度中の完成を目指しています。安全祈願
祭では神事が行われ、井関町長などがくわ入れな
どを行い、玉ぐしをささげました。町議会議員、
関係区長、施工業者など、関係者２５人が参列
し、工事の安全を祈念しました。

精一杯プレー
　　　してきます
　３月２６日（月）ふれあい館で
第５回全日本春季小学生女子ソフ
トボール大会の壮行会が行われま
した。福島県代表として柳津町か
ら７名が選ばれました。選手を代
表してキャプテンの菊地由芽さん
（柳ヶ丘）が「精一杯プレーしてき
たい」と意気込みを語りました。
　３月３０日に行われた１回戦で
香川県のチームに１０対１１で惜
しくも負けてしまいましたが、こ
の経験は貴重な財産となったはず
です。

春の
防火パレード
　４月７日（土）春の防火パ
レードが本庁・支所両地区で
実施されました。この運動
は、火災が発生しやすい時期
を迎えるにあたり、地域住民
一人ひとりが防火意識の高揚
を図り、火災の発生を防止し、
悲惨な焼死事故や貴重な財産
の損失を防止することを目的
としています。
　皆さんも火の取り扱いには
十分に注意してください。

スポーツ少年団
結団式
　４月７日（土）柳津町Ｂ＆Ｇ海洋
センターにて柳津町スポーツ少年団
結団式が開催されました。指導者の
紹介や各種目ごとに役員選出及び活
動計画を話し合い、最後に小林団長
（野球）が鈴木本部長へ「規則を守
り、スポーツを通じて　正しい心と
体をつくり、次代をになう立派な人
間になります。」と誓いの言葉を述
べました。
　今後は、９つの種目でキャプテン
を中心に練習に励み、上位大会を目
指し活動していきます。

春の全国交通安全運動
街頭ふれあいキャンペーン
　４月１３日（金）元柳津駐在所前にて交通安全
街頭ふれあいキャンペーンが行われました。春の
全国交通安全運動の一環として、ドライバーに対
して恒例となった「交通事故に遭わないように」
との願いが込められた「あわまんじゅう」が啓発資
料とともに配られました。シートベルト及びチャ
イルドシート着用の徹底並びにスピードの出し過
ぎ注意・早めのライト点灯などを呼びかけました。
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柳津町健康増進計画
―　ライフステージ別の重点的な取り組み　―

　柳津町では、柳津町健康増進計画を策定しました。皆さんにご協力いただいた柳津町健康づくりアンケート
や国民健康保険の医療費及び医療機関への受診状況などから、柳津町の健康課題とその課題を解決するための
目標や取り組みを盛り込んだ内容となっています。
　町民の皆さんがいつまでも健康で生き生きと暮らせるように、「栄養・食生活」「身体活動・運動」「休養・
心の健康」「生活習慣病」「がん」「たばこ」「アルコール」「歯」の各領域及び各年代ごとの「健康づくりの目標」
と「目標を達成するための取り組み」を下記のように策定ました。個人個人が健康について考え、実践する事
を町は応援していきます。みんなで元気いっぱいの柳津町をつくっていきましょう。

各 期 乳幼児期
（０歳～就学前）

学童思春期
(就学後～１９歳）

青　年　期
（２０歳～３９歳）

壮　年　期
（４０歳～６４歳）

高　齢　期
（６５歳以上）

健康づくり目標 すこやかな成長を育み、基本的
な生活習慣を身につけましょう。

基本的な生活習慣を身につけま
しょう。

基本的な生活習慣を実践しこころと
身体の健康管理に努めましょう。

生活習慣を見直して健康づくりに努
めましょう。

すこやかで豊かにこころと身体を保
ち自分らしい生活を送りましょう。

栄 養
食 生 活

・食に関心を持ち、各個人が
望ましい食行動ができる。

・早寝早起きの規則正しい生活
習慣や間食の摂り方に気をつ
け、おなかがすく感覚を持た
せ、１日３食食べられるよう
にしましょう。

・発達に合わせた食事に心が
け、良くかんで食べられるよ
うにしましょう。

・「はやね・はやおき・あさご
はん」を心がけ、１日３回の
食事や間食のリズムなどの規
則正しい食習慣を作りましょ
う。
・自分の適量を知り、自分の体
に合った質や量を選べる力を
身につけましょう。

・１食の中に主食・主菜・副菜がそ
ろったバランスの取れた食事を１
日３食とりましょう。

・健康診査の結果から、食習慣を振
り返り、生活習慣病につながりや
すい食習慣を改善しましょう。

・１食の中に主食・主菜・副菜がそ
ろったバランスの取れた食事を１
日３食とりましょう。
・家族や自分の食生活について考
え、健全な食習慣を身につけ維持
することが出来るようにしましょ
う。

・家族や自分の健康に合わせた食生
活を実践し、疾病の重症化予防に
努めましょう。
・食を楽しみ、地域の中で生き生き
と豊かな生活を送りましょう。

身体活動
運 動

・生活の中に運動を取り入れ
継続することができる。

・身体を動かすことが楽しいと
思える経験を重ね、運動習慣
を身につけましょう。

・身体を動かす楽しさを体験で
きるよう親子遊びを取り入れ
ましょう。

・毎日の生活の中で意識的に身
　体を動かし、楽
　しみながら継続
　しましょう。

・運動と生活習慣病との関係を理解
し、毎日の生活の中で意識的に身
体を動かしましょう。

・自分にあった運動量、内容、方法
を理解し実践しましょう。

・運動と生活習慣病との関係を理解
し、毎日の生活の中で意識的に身
体を動かしましょう。
・自分にあった運動量、内容、方法
を理解し実践しましょう。
・一緒にできる仲間をつくり楽しく
実践・継続しましょう。

・毎日の生活の中で、自分にあっ
た運動量・内容・方法で継続しま
しょう。
・一緒にできる仲間つ
　くり楽しく実践・継
　続しましょう。

休 養
心の健康

・睡眠や休養が十分にとれ
て、ストレスを上手に解消
し、生きがいを持って生活
できる。

・子供が安心でき、愛情を深め
ることができるように親子の
スキンシップをはかりましょ
う。

・子育ての不安を１人で抱え込
まず相談しましょう。

・早寝・早起きの習慣を身につ
けましょう。

・規則正しい生活に心がけ、疲
れやストレスを上手に解消し
ましょう。
・１人で悩みを抱え込まずに誰
かに相談しましょう。

・ストレスを上手に解消しましょ
う。

・１人で悩みを抱え込ますに誰かに
相談しましょう。

・休養が不足している人やストレ
スを抱えた人をお互いに配慮しま
しょう。

・ストレスを上手解消しましょう。
・１人で悩みを抱え込ますに誰かに
相談しましょう。
・休養が不足している人やストレ
スを抱えた人をお互いに配慮しま
しょう。

・ストレスを上手に解消しましょ
う。
・１人で悩みを抱え込まずに誰かに
相談しましょう。
・お互いに声かけあい、閉じこもり
を予防しましょう。

生活習慣病

・健診を受けて自分の健康状
態を知り、生活習慣を改善
することができる。

・生活に気を配り元気な心と身
体をつくり

　ましょう。

・生活習慣により引きおこされ
る病気があることを知り予防
しましょう。

・適正体重を保つことができるよう
に生活習慣（食事・運動）を心が
けましょう。

・健診を毎年受診しましょう。
・健診結果から生活習慣を見直しま
しょう。

・適正体重を保つことができるよう
に生活習慣（食事・運動）を心が
けましょう。
・健診を毎年受診しましょう。
・健診結果から生活習慣を見直しま
しょう。

・適正体重を保つことができるよう
に生活習慣（食事・運動）を心が
けましょう。
・健診を毎年受診しましょう。
・健診結果から生活習慣を見直しま
しょう。

が ん

・生活習慣を改善してがん予
防に努め、検診で早期発見
し早期治療することができ
る。

・生活に気を配り元気な心と身
体をつくりましょう。

・生活習慣により引きおこされ
る病気があることを知り予防
しましょう。

・バランスのよい食生活に心がけま
しょう。

・定期的にがん検診を受診しましょ
う。

・がん検診で要精密検査となった場
合は、必ず専門医療機関を受診し
ましょう。

・バランスのよい食生活に心がけま
しょう。
・定期的にがん検診を受診ましょ
う。
・がん検診で要精密検査となった場
合は、必ず専門医療機関を受診し
ましょう。

・バランスのよい食生活に心がけま
しょう。
・定期的にがん検診を受診しましょ
う。
・がん検診で要精密検査となった場
合は、必ず専門医療機関を受診し
ましょう。

た ば こ

・たばこが健康に及ぼす影響
を知り、禁煙・分煙に努め
ることができる。

周囲が取り組むこと
(・子供の前では禁煙をし、
家の中でも分煙をすすめま
しょう。)

・たばこが健康に及ぼす影響を
理解し、絶対に吸わないよう
にしましょう。

・たばこが健康に及ぼす影響を理解
しましょう。

・子ども・妊婦・たばこを吸わない
人の側ではたばこを吸わないよう
にしましょう。

・未成年者や妊婦にたばこをすすめ
ないようにしましょう。

・公共の場で禁煙・分煙の取り組み
をすすめましょう。

・たばこが健康に及ぼす影響を理解
しましょう。
・子ども・妊婦・たばこを吸わない
人の側ではたばこを吸わないよう
にしましょう。
・未成年者や妊婦にたばこをすすめ
ないようにしましょう。
・公共の場で禁煙・分煙の取り組み
をすすめましょう。

・たばこが健康に及ぼす影響を理解
しましょう。
・子ども・妊婦・たばこを吸わない
人の側ではたばこを吸わないよう
にしましょう。
・未成年者や妊婦にたばこをすすめ
ないようにしましょう。
・公共の場で禁煙・分煙の取り組み
をすすめましょう。

アルコール

・適正飲酒量を知り、節度あ
る適度な飲酒ができる。

・妊娠期・授乳期は
　アルコールを控え
　ましょう。

・アルコールが健康に及ぼす影
　響を理解し、絶対
　に飲酒しないよ
　うにしましょう。

・休肝日をもうけましょう。
・未成年者や妊婦に飲酒をす
　すめないようにしましょう。
・節度ある飲酒を心がけ
　ましょう。

・休肝日をもうけましょう。
・未成年者や妊婦に飲酒をす
　すめないようにしましょう。
・節度ある飲酒を心がけ
　ましょう。

・休肝日をもうけましょう。
・未成年者や妊婦に飲酒をすすめな
いようにしましょう。
・節度ある飲酒を心がけましょう。

歯

・むし歯や歯周病を予防し、
生涯自分の歯で食べること
ができる。

・自分の口の中に興味を持っ
て、むし歯をつくらないよう
に食事・歯磨きの

　習慣を身につけま
　しょう。

・むし歯をつくらない食事・歯
磨きの習慣を身につけましょ
う。
・むし歯を早期に治しましょう。
・定期的に歯科検診を受けま
しょう。

・歯磨きの習慣を継続しましょう。
・定期的に歯科検診を受けましょ
う。

・歯磨きの習慣を継続しましょう。
・定期的に歯科検診を受けましょ
う。
・80歳で20本以上の自分の歯があ
るように歯周疾患を予防しましょ
う。

・歯磨きの習慣を継続しましょう。
・定期的に歯科検診を受けましょ
う。
・80歳で20本以上の自分の歯があ
るように歯周疾患を予防しましょ
う。
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自
動
車
税
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
は
、
県
民
の
皆
様
の
福
祉

の
進
及
び
教
育
等
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
大
切
な
税
金
で
す
。

　

定
め
ら
れ
た
納
期
限（
平
成
24
年
度

は
5
月
31
日（
木
）と
な
り
ま
す
）ま
で

に
忘
れ
ず
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
が
で
き
ま
す
の
で
御
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
自
動
車
税
を
納
め
た
と
き
の

領
収
証
書
に
は
、
継
続
検
査
（
車
検
） 

用
の
納
税
証
明
書
が
付
い
て
い
ま
す
。 

車
検
の
と
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

車
検
証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
等
を
持
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車
で
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
申

請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
は
納
期
限
ま
で
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
5
月
31
日（
木
） 

ま
で
に
申
請
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
納
期
限
後
に
申
請
さ
れ
た

場
合
は
、
申
請
の
翌
月
以
降
か
ら
月
割

減
免
と
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
年
度
途
中
で
減
免
の
要
件
に

該
当
し
た
場
合
に
は
、
申
請
の
翌
月
以

降
か
ら
月
割
減
免
と
な
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ま
す
。
な
お
、

減
免
と
な
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が
い
の
範
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つ
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会
津
地
方
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興
局
県
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に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
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）
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○　

行
政
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談
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員
は
、
総
務
大
臣
が

委
嘱
す
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も
の
で
、
国
の
仕
事
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始

め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
等
の

仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行

政
機
関
等
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の

解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

○　

ま
た
、
5
月
1
日（
火
）か
ら
31
日

（
木
）ま
で
の
1
か
月
間
は
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福
島
さ
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や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

期
間
で
す
。
行
政
相
談
委
員
は
い
つ

で
も
自
宅
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は

次
の
と
こ
ろ
で
心
配
ご
と
相
談
所
と

併
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。
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5
月
7
日（
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万
引
き
は
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罪
で
す

　

当
署
管
内
に
お
い
て
、
万
引
き
は
無

く
な
ら
い
犯
罪
の
一
つ
で
す
。

　

万
引
き
に
つ
い
て
、 

親
子
間
や
家
族

の
中
で
犯
罪
で
あ
る
こ
と
の
語
し
合
い

を
設
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
万
引
き
は
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の
よ
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な
罪
な
の
？

　

万
引
き
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罪
で
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以
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懲
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円
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下
の
罰
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。

☆
万
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多
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の
？

　

子
ど
も
や
高
齢
者
方
が
多
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
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に
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は
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の
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？

　

万
引
き
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え
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か
ら
で
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な
い
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う
か
。
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の
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引
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員
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ま
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万
引
き
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必
ず
捕
ま
り
ま
す
。
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付
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宮下病院 院長

黒沢 正喜
　 4月 1日付けで県立宮下病院院長に就
任しました黒沢正喜です。
　長い間、当地域の医療を守ってこられ
た板橋前院長が築いた当院の使命、役割
を受け継ぎ、地域に貢献する病院を目指
してまいりますので、よろしくお願いい
たします。
　さて、私は、へき地拠点病院である当
院の使命として以下の３つを考えており
ます。
１　他病院と連携した適切な医療の提供
　当院は、救急医療にも極力対応して
おりますが、医師等のスタッフ、治療
に必要な医療機器が限られております
ので、病気を的確に選別して会津若松
市内の病院へ依頼するなど、皆様に適
切な治療を受けていただけるよう心掛
けていきます。

２　地域医療を担う町村診療所への支援
　当院では、金山町と柳津町の診療所
に医師を派遣し診療を手伝っています。
　各診療所の先生方の負担を軽減する
ことにより、間接的に管内町村の医療
に貢献できると考えております。

３　地域住民の健康増進への支援
　これからは、病気の予防が大事で
す。当院では「院内健康教室」の開催
や「出前講座」を通して、地域の皆様
に病気の予防について勉強していただ
いています。今年度も楽しくて役に立
つ内容で実施してまいりますので、近
所の方を誘って気軽に参加してくださ
い。

　また、この度の人事異動で、水野裕之
医師、當重一也医師が異動となり、消化
器が専門で内視鏡検査を得意とする愛澤
正人医師、根本大樹医師が加わりまし
た。新しい体制で、引き続き安全で安心
な医療の提供に努めてまいりますので、
よろしくお願いします。

行
政
相
談



　

夜
間
に
お
い
て
、
精
神
疾
患
を
有
す

る
方
や
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
緊

急
的
な
精
神
医
療
相
談
を
電
話
に
て
受

け
付
け
ま
す
。

　

相
談
内
容
か
ら
、
助
言
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
医
療
機
関
の
紹
介
を
行
い

ま
す
。

　

対
象
者
は
、
県
内
在
住
の
精
神
化
救

急
医
療
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
精
神
疾

患
を
有
す
る
方
や
、
そ
の
ご
家
族
な
ど

で
す
。

問　
０
５
７
０
―
０
５
５
６
９
９

※
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
あ
る
場

合
は
、
そ
ち
ら
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31
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行事の予定
5

人の動き 3,964人（－30）／男1,926人（－12）／女2,038人（－18）／世帯数1,333戸（±0）

平成24年 4 月 1 日現在（前月比）住民基本台帳より

編
集
敬
白

　

今
年
度
も
始
ま
っ
て
早
く
も
1

ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
人
に
な
る
に
つ
れ
1
年
、
1

年
が
短
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
よ
く

「
子
供
の
頃
は
、
1
日
は
短
く
、

1
年
は
長
い
。
大
人
に
な
る
と
、

1
日
は
長
く
、
1
年
が
短
い
。」

と
い
う
こ
と
ば
を
耳
に
し
ま
す
。

な
ん
と
な
く
分
か
る
よ
う
な
気
も

し
ま
す
。

　

1
日
が
短
く
感
じ
る
と
き
も
あ

り
ま
す
が
、そ
れ
は
や
っ
ぱ
り「
楽

し
い
時
間
」
は
短
く
感
じ
ま
す
。

　

長
く
感
じ
る
1
日
が
多
い
と
い

う
こ
と
は
、
大
人
に
な
る
と
楽
し

く
な
い
日
が
多
い
っ
て
こ
と
で

し
ょ
う
か
・
・
・
。

　

他
に
も
、
子
ど
も
の
頃
の
1
年

は
、
自
分
の
全
人
生
の
数
分
の
1

の
比
重
だ
が
、
20
歳
で
は
20
分
の

1
に
減
り
、
50
歳
で
は
50
分
の
1

に
過
ぎ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
相

対
的
に
短
く
実
感
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
説
も
あ
っ
た
り
と
、

な
か
な
か
面
白
い
。

　

と
に
も
か
く
に
も
、
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
し
て
、
短
く
も
濃
い
時

間
を
、
精
一
杯
生
き
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　

な
ん
て
こ
と
を
書
い
て
い
た
ら

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て

い
ま
し
た
。 

（
さ
と
う
）

新任教職員
　　　歓迎披露式
　教職員の人事異動が行われ、4月
5日に役場大会議室で新任教職員歓
迎披露式が行われました。
　新任教職員11名を代表して、柳津
小学校の江川浩校長先生が挨拶をさ
れました。

寄　
　
付

５　月

西中家庭訪問 柳小避難訓練、
ＰＴＡ奉仕作業

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

スポーツ推進委員定
例会
西小中合同避難訓練

圓藏寺花まつり
はとぽっぽ教室
（柳保）（9：30～）

お茶教室（柳保）ライオンズ例会
お茶教室（西保）

西小遠足（1～4
年生）
楽関スクール
（銀）（13：30～）

第2回飯谷山開き

楽関スクール
（西セ）（13：30～）
英語で遊ぼう
（合同）（柳保）

両沼中学校陸上
競技大会

1才6ヶ月・2才
児健診
（銀）（13：00～）

柳津保育所春の
遠足

西小中ＰＴＡ合
同奉仕作業

第47回博士山開き
久保田グリーンツーリズム
第2回体験活動（久保
田地区）

みんなで遊ぼう
（はとぽっぽ教
室）（柳保）（9：30
～）

柳津保育所防災
訓練
総合検診（西山交
流センター）～25日

西山保育所防災
訓練
ライオンズ例会

西中フリー参観
デイ

柳小運動会
西小運動会・Ｊ
Ａ会津みどり通
常総代会

総合検診（銀）～
31日

西中フリー参観
デイ
柳小繰替休日

西山保育所春の
遠足
柳中自由参観日

柳小体力テスト 柳小田植え

※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15：30～　ふれ
〈省略〉　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　13：30～　西セ
柳保……柳津保育所　 ＢＧ体……運動公園体育館　 町セ……町民センター
西保……西山保育所　 ＢＧグ……運動公園グラウンド　 西セ……西山交流センター
銀………銀山荘　　　 柳中体……柳津中学校体育館　 さプ……さゆり運動公園プール
ふれ……ふれあい館　 西中体……西山中学校体育館

休日当番医（変更になる場合があります）
３日
（木）

金山町国保診療所
（金山町）

☎（0241）
54－2031

４日
（金）

あかぎないか消化器科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－0303

５日
（土）

寿松堂渡辺医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3125

６日
（日）

吉川医院
（会津美里町）

☎（0242）
56－3358

13日
（日）

佐藤整形外科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－1155

20日
（日）

平野医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2243

27日
（日）

荒井医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2224

休日救急・夜間救急センター
坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

―柳津町は納税完納推進の町です―

今月の納期
納期限：５月31日（木）

固定資産税　　第１期
国民健康保険税（普通徴収）
　　　　　　　　　　第１期
介護保険料（普通徴収）　
　　　　　　　　　　第１期
水道料　　 ４・５月分
※固定資産税全期前納報奨金差引納付は 5月31日ま
での納付です。

※口座振替納入の方は25日（金）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

総務課税務班　☎42-2113

福
島
県
精
神
科
救
急
情
報
セ
ン

タ
ー
の
お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
3
月
分
・
敬
称
略
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

◎
ご
遺
志

　

齋　

藤　

秀　

平　
（
麻
生
）

　

佐
々
木　
　
　

努　
（
猪
鼻
）

　

伊　

藤　

栄　

一　
（
黒
沢
）

　

新
井
田　

幸　

平　
（
軽
井
沢
）

（
3
月
1
日
〜
3
月
31
日
届
出・敬
称
略
）

■
お
誕
生

　

栗　

城　

陽ひ

菜な

乃の　
（
大
峯
・
光
一
）

　

芳　

賀　

美み　

空そ
ら　
（
細
越
・
義
晴
）

　

永　

井　

杜と　

和わ　
（
大
野
・
淳
）

　

杉　

本　

凛り
ん

太た

郎ろ
う　
（
岩
坂
・
明
郎
）

■
ご
逝
去

　

齋　

藤　

キ
ヨ
イ　

82
（
麻
生
）

　

佐
々
木　

ツ
ネ
子　

85
（
猪
鼻
）

　

伊　

藤　
　
　

功　

91
（
黒
沢
）

　

新
井
田　

フ
ミ
子　

93
（
軽
井
沢
）

■
ご
結
婚

　

鈴　

木　

大　

輔　
（
琵
琶
首
）

　

（
府
中
）
友　

美　
（
喜
多
方
市
）

戸
籍
の
窓
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赤べこの郷・やないづ大会

【柳津町役場地域振興課観光商工班】
電話 0241‒42‒2114（平日9：00～17：00）　FAX 0241‒42‒3495
Ｅメール　kankou－shoukou@town.yanaizu.fukushima.jp

☆　趣　　旨　「うつくしま・みずウオーク2012　赤べこの郷・やないづ大会」は町あげてのスポー
ツイベントです。小さなお子さんからご年配の方、または町内はもとより町外からも
多く参加いただき、共に楽しみ盛りあげていくため、皆さん奮ってのご応募をお待ち
しております。

☆　内　　容　①駐車場係　②交通誘導係　③給水、イベント係
☆　日　　程　平成24年６月２日（土）【小雨決行】　午前８時30分開会

●スタッフは午前７時集合予定
●大会終了は午後３時頃の予定です。

☆　場　　所　柳津町・道の駅「会津柳津」を発着する15kmコース・10kmコース・７kmコース
☆　応募資格　高校生以上で元気のある方。
☆　応募締切　平成24年５月25日（金）まで
☆　そ の 他　●事前にスタッフ説明会をしますので出席をお願いします。（後日連絡します）

●スタッフＴシャツ、弁当を用意します。交通費等は支給されませんのでご了承下さ
い。

☆　問い合わせ・申し込み
所定の応募用紙もしくはFAX・Eメールでご応募下さい。
①郵便番号、住所※　②氏名（ふりがな）※　③年齢※　④電話番号※
⑤携帯番号　⑥メールアドレス（携帯・パソコンどちらでも）　※は必須項目。
◎取得した個人情報は町条例に基づき取り扱い、本大会での各種事務、通知にのみ利
用します。

うつくしま・みずウオーク2012ボランティアスタッフ応募用紙 平成24年　　月　　日
※郵便番号・住所

※電話番号〒

携 帯 番 号
※氏名（ふりがな） ※年 齢
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

メールアドレス 　＠

うつくしま・みずウォーク2012

ボランティアスタッフ大募集!!

6/2(土)開催


